
「であい・ふれあい・まなびあい」から
「つながりあい・ささえあい」へ

●
馬頭観音
　　

其
之
七 中部

　
　舟場

             ●

国
道
十
九
号

12

　久方橋

　

犀
川

ことぶき荘
　

7

    
6/ 19

28    
日

開講式支所前  

⇒中挟

⇒石津
⇒昼食

＆

⇒　　町田

⇒
　　　

　◆天候によってはコース内容が変更になる場合もあります。

　

 中挟倶楽部前石仏群など

道祖神｠｠

道祖神・天神さま

＜中部地区センター＞
中部区の方々の協力

⇒三峯社（山の神）
⇒門増 子安観音堂など

★＜中部地区センター＞

中部区
｠ 地域めぐりは徒歩移動。

大
岡
一
〇
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
開
催
す
る
地
元

学
講
座「
で
あ
い・ふ
れ
あ
い・ま
な
び
あ
い
」か
ら

「
つ
な
ぎ
あ
い・に
な
い
あ
い
」へ
を
テ
ー
マ
に
、昨
年

と
今
年
の
二
年
間
、大
岡
全
区
を
北
か
ら
順
に

巡
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
は
、中
央・中
部・根
越・芦
ノ
尻・笹
久
の
五

地
区
を
探
訪
、地
域
を
歩
き
な
が
ら
、地
域
の
み
な
さ
ん
と
交
流

し
、地
域
を
再
発
見
す
る
意
義
深
い
講
座
で
す
。各
区
を
巡
り
な

が
ら
、地
元
の
方
の
説
明
や
講
師・宮
下
健
司
先
生
の
解
説
を
交
え

て
地
域
の
こ
と
を
よ
り
深
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
大
岡
地
区
住
民
自
治
協
議
会
　
会
長 

中
村
哲
夫

中部区地区

JA●
文○

◎
 

■ 

宮
ら
い
だ
や
み宮
ら
い
だ
や
み

平椛
ち
う
ば
か

内

JA●
文○

◎大岡支所■
保健センター

歴史民俗資料館 
 

■
〒

　　●　道祖神

小聖神社
　

◆秋葉社
　

　　　   常蓮寺天宗寺

 
◆不動様

◆小聖の清水
　

　　　   
常蓮寺薬師堂

筆塚◆
　

鳴
わ
さ
る
な

沢
町

だ
ち
ま

田

和
ら
い
だ
わ

平
仏

ぜ
か
っ
ぶ

風

石
つ
し
い

津

中
ば
さ
み

か
な

挟

門
ぞ
う

ん
も

増

下
お
か

お
も
し

大
岡

日
た
な
ひ

向

長
せ
が
な

瀬
柿

ば
さ
み

き
か

挟

根
し
ご
ね

越

花
お
な
は

尾 芦
ノ
尻
の
し
り

し
あ

代い
た

至聖山
→

たらら山

二十三夜塔
●石祠
　　

道祖神
如意輪観音
二十三夜塔
　　　庚申塔

　　
　　中挟倶楽部●

三
峯
社

★中部地区
　センター

天
神
社 ●

馬頭観音
　　

　　●道祖神二十三夜塔

大黒天◆
　 ◆
筆
塚

　 山
の
神
子
安
観
音

●二十三夜塔
如意輪観音
庚申塔
　　
　　

集落センター★

絵図の眺め★



ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

中挟

享保６年幕府は全国規模の戸口調査を命じ、当初男だ
けの「人詰御改帳」であったところに、松代藩でも女性
を含めた戸口を報告することになりました。石津組（門増
丸山氏蔵）に残る「女人詰御改帳」はその経緯の資料
として貴重なものです。幕末の頃から盛んになった養蚕に
は女手が重要な労働力で、人 の々異動が激しくなった事
情もありその掌握をはかったようです。

２

1「
大
岡
通
り
」
と

中
部
地
区
の
村
落
。

◎
現
在
「
中
挟
集
落
」
総
戸
数
は
５
戸
、
し
ば
ら

く
前
は
十
戸
あ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

◎
江
戸
時
代
後
期
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の

五
人
組
帳
に
よ
る
と
中
挟
村
は
三
十
五
人
、
慶
応

四
年
（
一
八
七
二
・
明
治
元
年
）
に
は
男
五
十
七
人
・

女
五
十
一
人
の
合
計
一
〇
八
人
・
田
畑
を
持
つ
本
百

姓
は
二
〇
人
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
江
戸
時
代
、
松
代
藩
は
領
地
支
配
の
た
め
藩
政

初
期
に
領
内
を
「
通
り
」
に
分
け
区
分
し
ま
し
た
。

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
の
「
九
通
り
」
の
区
分

に
は
「
大
岡
通
り
」
の
五
十
二
カ
村
が
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
中
部
地
区
の
「
中
挟
村
」「
石
津
村
」

も
こ
の
「
大
岡
通
り
」
に
属
す
る
村
で
し
た
。

◎
江
戸
時
代
初
期
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
の

記
録
に
よ
る
と
、
大
岡
一
村
と
し
て
統
治
さ
れ
て

い
て
も
内
部
は
小
村
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
こ
の
四
十
有
余
の
村
々
の
な
か

に
「
中
挟
村
」「
石
津
村
」「
門
増
村
」
の
記
載
が

あ
り
、
中
部
地
区
の
村
落
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
石
津
村
か
ら
市
後
沢
村

ま
で
十
一
ヵ
村
を
ま
と
め
て
「
大
岡
石
津
組
」
あ

る
い
は
「
大
岡
根
越
組
」
と
呼
ん
だ
場
合
も
あ
っ

た
よ
う
で
す
。（
そ
の
他
の
三
組
＝
大
岡
宮
平
組
、

大
岡
和
平
村
、
大
岡
川
口
村
）

　

中
挟
集
落
を
歩
く

  

な
か 

ば
さ
み

宮平の市神様

中部地区センター前の小さなお堂

　三峯社（山の神）

女
人
詰

御
改
帳

文政五年（1808）石津組女人詰改帳　中挟村の頁から（『大岡村史』より）

谷
の
上
方
か
ら
下
方
へ

小
聖
か
ら
の
清
流
を
基
軸
に

水
田
と
森
で
構
成
さ
れ
た

ひ
と
の
暮
ら
し
の
小
宇
宙
！

尾
根
と
尾
根
の
あ
い
だ
に

水
を
軸
に
し
た
暮
ら
し

遠
く
山
並
み
越
し
に
の
ぞ
く

神
々
し
い
「
蓮
華
岳
」
の
お
姿
が
あ
る
。

三峯社のお札を納めた木造の拝殿とその後
ろに石祠がある。遠くの山並みを見つめる
清楚で小さなお堂。少し前まで当たり前に
あった人の心の足跡を教えてくれる。



　

中
挟
倶
楽
部
前

　

石
造
物
群

な
か
ば
さ
み　

く
ら
ぶ

　
　
　

火
事
に
備
え
る

３

道祖神の横手に中挟倶楽部の建物がある。

横
縄
に
右
か
ら
七
・
五
・
三
本
の
藁
束
を
下
げ
る
七
五

三
縄
（
し
め
な
わ
）
起
源
説
の
ひ
と
つ
は
、
天
照
大
神

が
天
岩
戸
を
出
た
後
、
布
刀
玉
命
が
岩
戸
に
張
っ
た
結

界
だ
と
い
い
ま
す
。
天
神
七
代
、
地
神
五
代
、
日
向
三

代
の
神
々
を
表
す
と
等
の
意
味
も
あ
る
そ
う
で
す
。

﹇
七
五
三
の
注
連
縄
﹈

﹇
庚
申
塔
の
青
面
金
剛
﹈

道
祖
神
の
隣
は

庚
申
講
・
二
十
三
夜
塔

人
の
集
ま
る
場
所

◎
登
り
口
の
木
と
木
の
間
に
「
七
五
三
縄
」
を
張

り
「
結
界
」
に
な
っ
て
い
る
。
道
祖
神
は
自
然
石

で
ワ
ラ
で
編
ん
だ「
お
や
す
」が
被
せ
ら
れ
て
い
る
。

２

●倶楽部建物の床の間に
二宮尊徳の肖像が描かれた
報徳講（報徳訓）の軸が

掛かっている。

報
徳
訓

父
母
根
元
在
天
地
令
命　

身
体
根
元
在
父
母
生
育

子
孫
相
続
在
夫
婦
丹
精　

父
母
富
貴
在
祖
先
勤
功

我
身
富
貴
在
父
母
積
善　

子
孫
富
貴
在
自
己
勤
労

身
命
長
養
在
衣
食
住
三　

衣
食
住
三
在
田
畑
山
林

田
畑
山
林
在
人
民
勤
功　

今
年
衣
食
在
昨
年
産
業

来
年
衣
食
在
今
年
艱
難　

年
々
歳
々
不
可
忘
報
徳 

　
　

父
母
の
根
元
は
天
地
令
命
に
在
り

身
体
の
根
元
は
父
母
の
生
育
に
在
り

子
孫
の
相
続
は
夫
婦
の
丹
精
に
在
り

父
母
の
富
貴
は
祖
先
の
勤
功
に
在
り

我
身
の
富
貴
は
父
母
の
積
善
に
在
り

子
孫
の
富
貴
は
自
己
の
勤
労
に
在
り

身
命
長
養
衣
食
住
の
三
つ
に
在
り

衣
食
住
三
つ
は
田
畑
山
林
に
在
り

田
畑
山
林
は
人
民
の
勤
功
に
在
り

今
年
の
衣
食
は
昨
年
の
産
業
に
在
り

来
年
の
衣
食
は
今
年
の
艱
難
に
在
り

年
々
歳
々
報
徳
を
忘
る
べ
か
ら
ず　

　
　

二
十
三
夜
塔
・
庚
申
塔

道
祖
神
。

お
や
す

七
五
三
の
注
連
縄

﹇
如
意
輪
観
音
﹈

お
や
す
／
ワ
ラ
で
編
ん
だ
注
連
縄
の
こ
と
。

神
様
の
食
べ
物
を
入
れ
る
器
で
神
の
依
代
。

他
の
注
連
縄
と
と
も
に
家
内
に
祀
る
。

大
岡
で
は
大
き
め
の
ワ
ラ
帽
子
の
よ
う
な
三
角
形
。



ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

４

「
矢
竹
」

中
部
地
区
屋
敷
地
周
辺
の
植
生
観
察ヤダケは竹と名があるが、成長しても皮が桿を包ん

でいるため笹に分類される。矢の材料となったり、
粘りのある素材から籠などの加工素材として用いら
れ屋敷地周囲に植えられていたとも考えられる。

「
番
水
ば
ん
み
ず
」

助
け
合
う
共
同
水
利
の
知
恵

町田地区の水田は「小聖の水」が水源で、昼間
は石津、夜は町田が水を入れたと伝わっている。

３尾
根
に
囲
ま
れ
た
田
園
風
景
、

静
か
に
時
を
刻
む

陽
だ
ま
り
の
集
落
。

　

町
田
集
落
を
歩
く

  

道
祖
神

二
十
三
夜
塔
。

◎
前
山
の
裾
野
に
広
々
と
し
た

田
畑
の
風
景
が
ひ
ろ
が
る
。
長

屋
門
を
配
し
た
土
壁
の
旧
家
な

ど
も
残
っ
て
い
ま
す
。

中部地区周辺の水利資料（現代）

卍天宗寺

　小聖神社

　鳴沢

　石津

　滝の沢
　門増



火
事
に
備
え
る

５

それぞれの村落の境界・世の十方とつながる「道」
道祖神はその交差点、道の境界に立てられる。

　唐
様
の
屋
根
が
彫
ら
れ
て
い
る
。

４上
組
・
中
組
・
下
組

開
け
た
谷
に
連
な
る

◎
現
在
「
石
津
集
落
」
総
戸
数
は
十
五
戸
、
上

組
／
６
軒　

中
組
／
５
軒　

 

下
組 

／
４
軒
。

◎
江
戸
時
代
石
津
村
か
ら
市
後
沢
村
ま
で
十
一
ヵ

村
を
ま
と
め
て
「
大
岡
石
津
組
」
と
呼
ん
だ
よ
う

に
石
津
は
中
部
地
区
で
は
大
き
な
村
落
で
し
た
。

◎
江
戸
時
代
後
期
の
資
料
に
よ
る
と
、
善
光
寺
地

震
の
あ
と
弘
化
四
年
の
調
査
か
ら
石
津
組
が
大
岡

の
中
で
宮
平
村
に
次
ぐ
大
き
な
組
だ
っ
た
こ
と
が

伺
え
ま
す
。
ま
た
、
傾
斜
地
の
地
形
も
あ
っ
て
か

善
光
寺
地
震
で
は
圧
死
な
ど
で
石
津
組
で
二
〇
人

の
方
が
亡
く
な
っ
た
と
記
録
に
あ
り
ま
す
。

　

石
津
集
落
を
歩
く

  

蓮華岳を望む谷沿いの集落

い
し　

づ

か
み　
　
　

な
か　
　
　

し
も

江戸時代後期の石津組の人口
石津村・中挟村・白井沢村・代村含む合計。

合計（人）　　女、　　男

 

庚
申
塔

二
十
三
夜
塔
。

 

新
旧
の

双
体
道
祖
神

 
交
差
点

　

風
景

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

谷から涼やかな風が吹いてくる



米を持ち寄ってこの甕で甘酒を作った。

６

　

天
神
さ
ま
の

　

甘
酒
祭
り 

石
津

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

お
祓
い
を
受
け
る
。

５子
供
の
成
長
と

地
区
の
繁
栄
を
願
う

恒
例
の
春
祭
り
。　

◎
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
が
咲
き
、 

幟
が
風
に
翻
る
季

節
、
天
神
さ
ん
（
菅
原
道
真
像
）
が
祀
ら
れ
て
い

る
神
社
に
集
う
。
春
祭
り
は
神
饌(

神
様
の
食
事)

に
、
マ
ス
・
人
参
・
白
菜
を
お
供
え
し
、
祭
祀

と
直
会
を
し
、
甘
酒
の
振
る
舞
い
を
す
る
。
現

在
は
四
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
て
い
る
。

◎
現
在
は
神
事
と
別
に
石
津
集
落
セ
ン
タ
ー
に

女
性
も
集
い
、
恒
例
の
春
祭
り
の
直
会
と
し
て

い
る
。
か
つ
て
は
甘
酒
を
陶
器
の
甕
で
つ
く
っ
た
。

そ
の
甕
は
今
で
も
石
津
集
落
セ
ン
タ
ー
に
保
存

さ
れ
て
い
る
。

◎
天
神
さ
ま
の
お
か
げ
で
、
火
事
に
な
っ
た
り
、

お
産
で
苦
し
む
人
は
い
な
い
と
伝
わ
る
。
天
神

様
堂
内
に
楽
隊
の
大
太
鼓
、
小
太
鼓
が
あ
る
。

こ
こ
に
笛
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
が
加
わ
っ
た
。
か

つ
て
は
子
供
た
ち
も
学
校
は
二
時
限
ま
で
で
祭

り
に
参
加
し
た
。
祭
り
は
ム
ラ
の
単
調
な
生
活

に
節
目
を
与
え
る
、
精
神
を
浄
化
す
る
、
村
人

の
絆
を
確
か
め
合
う
。
村
人
が
一
つ
に
ま
と
ま

る
場
と
も
な
っ
た
。

◎
雪
形
に
種
蒔
き
爺
さ
ん　

武
田
菱　

代
掻

き
馬
が
現
れ
る
と…

春
祭
り
を
し
て
、種
蒔
き
、

農
作
業
が
始
ま
る
。 

秋
祭
り
は
こ
の
年
の
実
り

に
感
謝
す
る
収
穫
祭
と
な
る
。

昔の甘酒の大甕

集
落
セ
ン
タ
ー
で

女
衆
と
一
緒
に
賑
や
か
な
直
会
。

天
神
さ
ま

春風にひるがえる祭礼の幟旗。

菅原道真公の木像を祀った社殿の上には偉人の姿絵

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ
　

石
津
の
古
民
家

　

風
景
と
知
恵

土壁の長屋門

土間の玉土

麻殻で葺いた屋根下地土間天井に材木を保持

玄関正面の柱に臍木三峯さんの盗賊除けお札 時間を経て浮き出てくる素材の美
ほぞ



５

７

現在の門増集落

山
中
に
あ
っ
て

教
育
熱
心
な
土
地
柄

６
　

門
増
集
落
を
歩
く

  

も
ん　

ぞ
う

弘
化
四
年
に

絵
図
描
か
れ
た

風
景
が
残
る

松
代
藩
主
真
田
幸
貫
が

善
光
寺
地
震
の
視
察
後

お
抱
え
絵
師
に
描
か
せ
た
。

石
津
と
門
増
の
筆
塚
　

◎
大
岡
の
村
内
に
は
江
戸
時
代
寺
子
屋
教
育
で

師
の
威
徳
を
留
め
た
筆
塚
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

山
村
に
あ
っ
て
も
そ
の
教
育
熱
は
伝
統
的
に
継
承

さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
い
い
で
し
ょ
う
。

◎
こ
の
地
域
の
記
録
に
残
る
寺
子
屋
で
は
、
石

津
地
区
で
寛
政
十
年
頃
か
ら
明
治
頃
ま
で
読
み

書
き
を
教
え
た
久
保
田
惣
兵
衛
、
同
じ
く
同
時

代
の
門
増
地
区
で
読
み
書
き
を
教
え
た
丸
山
助

左
衛
門
、
丸
山
助
太
郎
の
名
が
あ
り
ま
す
。

石津の筆塚、集落センターの
近くの道沿いにある。

門増の筆塚、義美門弟中と銘、
180余人の門弟があった丸山助左衛門
の筆塚。

丹
誠
な
山
暮
ら
し
を

仰
ぎ
見
る…

門
増

◎
現
在
「
門
増
集
落
」
総
戸
数
は 

４
軒
）

◎
松
代
藩
主
真
田
幸
貫
が
善
光
寺
地
震
の
視
察
後

お
抱
え
絵
師
に
描
か
せ
た
絵
図
の
一
枚
に
こ
の
「
門

増
」
の
図
が
含
ま
れ
る
。
な
お
他
地
域
の
災
害
描

写
目
的
の
絵
図
と
比
較
し
て
大
岡
地
区
の
絵
図
に

は
災
害
と
は
別
に
鑑
賞
用
絵
画
と
し
て
の
用
途
が

あ
っ
た
の
か
と
思
わ
せ
る
も
の
が
多
い
が
、
こ
の
門

増
の
青
木
雪
卿
（
せ
っ
け
い
）
の
絵
図
も
そ
う
い
っ

た
風
光
明
媚
な
一
枚
。

扇を象った明かり取り

軒をせり出した船枻造り
せがい



８

門増地区東の斜面の中ほどに両脇にイチイ（櫟・一位）
の大木を両脇に配したお堂。現在中には三つのお社が
あり、真ん中に戸隠奥社大権現の神札が納められている。
右に「子安観音」の木像を納めた厨子がある。江戸時
代までの神仏習合の信仰がかい間見える。ヒトリシズカ・
ルイヨウボタン・サラシナショウマ・ユキザサ・ラショウ
モンカズラなど他地域と比較して珍しい植生もみられる。

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

6

時
を
経
て
移
ろ
っ
て
い
っ
た

聖
山
一
帯
の
仏
教
文
化
の
水
脈
。

　

門
増 

子
安
観
音
堂
周
辺

も
ん
ぞ
う

二
十
三
夜
塔
・
庚
申
塔
・ 

馬
頭
観
音

 

イ
チ
イ
の
大
木
に
護
ら
れ
た

 

門
増
地
区
の
聖
域

大
岡
の
宝
！

岩
と
水
の

聖
域
空
間

 

大
黒
天
の
石
刻
像

 

巨
石
の
石
垣

◎
門
増
集
落
の
観
音
堂
一
帯
は
安
山
岩

の
礫
が
多
く
下
の
層
に
水
脈
が
あ
る
、

い
わ
ば
岩
場
か
ら
は
水
を
生
成
し
濾

過
し
て
い
る
特
別
な
地
と
も
言
え
ま

す
。
観
音
堂
の
下
に
用
水
池
と
別
に
し

た
種
池
の
よ
う
な
池
が
残
っ
て
い
ま
す
。

◎
池
下
に
あ
る
厚
い
茅
葺
き
の
大
屋
根

の
旧
家
は
石
垣
に
か
な
り
の
大
き
な

石
が
使
わ
れ
、
家
の
背
後
に
は
大
き

な
自
然
石
が
あ
り
そ
の
横
に
は
「
大

黒
天
」
の
石
刻
像
が
あ
り
ま
す
。

門
増
地
区
の
聖
域

菊
紋
を
冠
し
た
厨
子
に
坐
す
「
子
安
観
音
像
」
大
岡
で
は
木
像

は
珍
し
い
。
門
増
と
い
う
集
落
名
の
起
源
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
が
、

一
門
末
広
が
り
の
願
い
か
込
め
ら
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ほ
う
の
う
だ
い
じ
ょ
う
み
ょ
う
て
ん
く
よ
う
と
う

奉
納
大
乗
妙
典
供
養
塔

◎
大
乗
妙
典
と
は
私
た
ち
を
迷
い
か
ら
悟
り

の
世
界
に
導
い
て
く
れ
る
経
典
で
一
般
的
に

は
法
華
経
を
さ
す
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
経
典
を
読
誦
、
あ
る
い
は
経
文
を
奉
納
し

た
善
の
起
因
が
先
祖
や
地
域
に
暮
ら
す
人
々

に
充
分
に
廻
る
よ
う
願
い
を
か
け
て
建
立

（
明
治
四
十
一
年
）
さ
れ
た
も
の
で
す
。

◎
法
華
経
は
「
観
音
経
」
を
収
録
し
て
い
る

経
典
で
す
の
で
現
代
の
よ
う
な
宗
派
分
け
で

こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
集
ま
っ
て
お
題
目
を
唱

え
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
岡
で
は
珍
し

い
の
も
の
で
、
こ
の
門
増
地
区
は
信
仰
の
厚

い
人
が
暮
ら
し
て
い
た
足
跡
と
も
言
え
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
黒
天
の
石
刻
像

大
黒

安
山
岩
の
礫
（
れ
き
）

下
の
層
に
水
脈
が
あ
る
。

一
帯
は
地
質
の
た
め
植
生
も
他
と
違
い

珍
し
い
も
の
が
多
く
特
別
な
場
所
。

聖
山
周
辺
の
地
盤
特
徴
か
ら

「
石
津
」
と
い
う
地
名
も
関
連
あ
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

堂
の
下
に
あ
る

湧
き
水
の
池

子
安
観
音

厚い茅葺き屋根と石垣

苔むしており残念ながら線刻や文字がはっきりはわからない。
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